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　共同研究の 2年目となる 2018年度は、調査を 10回実施し、研究会を 4回開催した。調査は 10
回のうち 6回は日本青年館での調査である。日本青年館図書・資料センターに収蔵・保管されてい
る戦前の日本青年館および大日本連合青年団に関する文書、『日本青年新聞』、雑誌『青年』などを














写真 2　渋沢史料館での調査（2018 年 6月）



































○第 2回共同研究会　2018年 9月 29日　日本常民文化研究所　丸山泰明・小熊誠・小林光一郎・室井康成
○日本青年館および大日本聯合青年団による民俗学関連事業についての文献調査、日本青年新聞民俗学関連記事調
査　2018年 11月 1日・ 2日　国立国会図書館、日本青年館　丸山泰明
○日本青年館および大日本聯合青年団による民俗学関連事業についての文献調査、日本青年新聞民俗学関連記事調
査　2019年 1月 7日・ 8日　日本青年館　丸山泰明・黛友明







査および第 4回共同研究会　2019年 3月 7日～ 9日　日本青年館、日本常民文化研究所　丸山泰明・小熊誠・木
村裕樹・小林光一郎・黛友明・室井康成
